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緑化重点地区 《御堂筋周辺地区》緑化等の方針について
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1．御堂筋周辺地区の概要

■立地特性
 大阪の代表的な繁華街であるキタ（梅田）と

ミナミ（難波）を直線的に結ぶ大阪のメインス
トリート・御堂筋を中心にしたエリア。

《道路》
 御堂筋は国道25号と国道176号から構成さ

れる幅員 44m、延長4.2km（阪急前交差
点～難波西口交差点）の幹線街路。

 東西の通りは北から土佐堀通、中央大通、長
堀通、千日前通の幹線街路が走る。

《みどり》
 ４列のイチョウ並木が形成（淀屋橋～難波

西口交差点）され、近代大阪を象徴する歴
史的景観として平成12(2000)年度に大阪
市指定文化財に指定されている。

《交通ネットワーク》
 南北方向に御堂筋線、東西方向に中央線、

長堀鶴見緑地線、千日前線が走る。
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【土地利用図（北側区域）H29年】 【土地利用図（南側区域）H29年】

1．御堂筋周辺地区の概要

■土地利用状況

 曽根崎通から土佐堀通りの区域では、北

新地周辺に商業系が集積し、その他は業

務・商業が混在

 土佐堀通から中央大通までの区域は、業

務系が多い

 中央大通から長堀通までの区域は、業務

と商業が混在

 長堀通より南側の区域では、商業系の土

地利用が多く、御堂筋の西側から四ツ橋

筋までの間の街区では、宿泊施設が点在

 中之島（堂島川、土佐堀川）、道頓堀

川などのオープンスペースが横断

 中央大通付近の御堂筋沿道周辺には、

寺社や学校等が点在



２．御堂筋周辺地区における関連計画

グランドデザイン・大阪［2012.６月：大阪府市統合本部会議］
 御堂筋の空間再編など、大阪都心の顔としての魅力・集客力を活かす
 短期の取組み

①御堂筋側道の歩行者空間化 ②近代建築物の保全・活用
 短・中期の取組み

堺筋～御堂筋～四ツ橋筋の魅力・景観向上

大阪都市魅力創造戦略2025［2021.3月：大阪府市都市魅力戦略推進会議］
 御堂筋活性化事業、御堂筋の空間再編
 御堂筋解放イベントを実施

大阪市景観計画［2020.10月施行開始：大阪市計画調整局］
 全域が重点届区域に指定（土佐堀通～長堀通は御堂筋デザインガイドラインあり）
 景観形成方針：大阪のシンボルストリートにふさわしい風格とにぎわいをあわせもつ街路景観の形成

〇緑化重点地区の設定の考え方
既存ストックと民間活力を最大限に活か
し、“みどりの都市魅力”を創出する地区
でかつ大阪らしいポテンシャルとストックを
持つ象徴的なエリア

〇緑化重点計画とは
みどりを通して「大阪の都市魅力の向
上」及び、「大阪のみどりの都市イメージ
の構築」から緑化推進に関する将来像
を定めた『地区毎の特性を活かした、緑
化を推進するための計画」

【上位計画】
新・大阪市緑の基本計画 グランドデザイン・大阪

みどりの大阪推進計画

大阪市まち・ひと・しごと創生総合戦略

大阪市景観計画

風の道ビジョン

等

大阪市地域防災計画

大阪市生物多様性戦略

大阪都市魅力創造戦略

御堂筋将来ビジョン

御堂筋デザインガイドライン

整合
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都市再生緊急整備地域の地域整備方針
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２．御堂筋周辺地区における関連計画

■第2期大阪市まち・ひと・しごと創生総合戦略［2020.3月：大阪市政策企画室］
 御堂筋地区は、歩いて楽しめ、24時間稼働する多機能エリアへの転換を図り、御堂筋ブランド力の向上をめざす、とされている。
 取組：側道の歩行者空間等としての活用、ビル足元のクオリティ高いにぎわい施設導入、無電柱化 等

出典：第2期大阪市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和2年3月策定）



6

【空間整備の基本方針】

２．御堂筋周辺地区における関連計画

■御堂筋将来ビジョン［2019.3月：大阪市建設局］
「世界最新モデルとなる、人中心のストリートへ」をコンセプトに、道路の枠を超えた新たな機能の導入をめざし、人中心の道路空間、
出会いやビジネスチャンスの創出、最先端技術の展開、スマートコミュニティの形成など、新たな機能展開の方向性が示されている。


